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※

当四半期は、エレクトロオプティクス部門で高精度製品の受注が根強く、アイケア分野でも量産
工場・加工拠点の統合効果および高付加価値製品の販売拡大によりともに増益となりました。グ
ループ全体で前年同期に比べ、営業利益は22.5％、経常利益は30.6％、四半期純利益は54.7％の
それぞれ増益となりました。1株当たり四半期純利益は144円82銭と前年同期に比べ51円14銭増加
しました。

平成15年3月期第3四半期における四半期純利益の大幅な減少は、当社厚生年金基金の解散に向けた補填額14,949百万円を
特別損失に計上したためのものです。
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①前年同期比較 （単位：百万円）

期　別 前期比増減率

項　目
（または額）

売 上 高 5.2%
営 業 利 益 -1.7%
経 常 利 益 7.1%
四 半 期 純 利 益 37.0%
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４．四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円未満切捨）
当第３四半期 当第２四半期

期    別 自平成16年10月 1日
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（ 注）
１．事業区分の方法及び各区分に属する主要製品及び役務の名称

分野 事業 主要製品及び役務

ｴﾚｸﾄﾛ 半導体用ﾌｫﾄﾏｽｸ・ﾏｽｸﾌﾞﾗﾝｸｽ、液晶用ﾏｽｸ・液晶部品､








